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平成14年原町市循環バス実証実験事業チラシ

高
齢
者
と
交
通
弱
者
の

　

た
め
の
循
環
バ
ス
を

問　

高
齢
社
会
が
進
む
中

で
、
交
通
弱
者
の
た
め
の

公
共
交
通
政
策
と
し
て
、

循
環
バ
ス
の
考
え
は
。

答　

高
齢
者
な
ど
交
通
弱

者
が
元
気
に
自
立
し
た
生

活
を
送
る
上
で
、
利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
網
は
必

要
不
可
欠
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

循
環
バ
ス
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

な
ど
を
導
入
し
、
公
共
交

通
網
形
成
に
努
め
る
。

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
が
、
昨
年
11
月

26
日
公
布
さ
れ
た
が
、
南

相
馬
市
復
興
総
合
計
画
と

の
整
合
性
と
取
組
み
は
。

答　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い

て
の
基
本
目
標
は
、
地
方

に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用

の
確
保
創
出
、
地
方
へ
の

新
し
い
人
の
流
れ
の
創

造
、
若
い
世
代
の
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望
の

実
現
と
、
時
代
に
合
っ
た

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
地

域
づ
く
り
を
上
げ
て
い

る
。
我
々
と
し
て
震
災
原

発
事
故
か
ら
の
復
旧
再
生

が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

何
よ
り
も
人
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
。
本
市
の
復

興
総
合
計
画
の
重
点
施
策

と
方
向
性
を
一
つ
に
し

て
、
基
本
に
据
え
て
事
業

策
定
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

街
路
灯
を
市
で
一
括
管

理
す
る
考
え
は

❷ 

ふ
る
さ
と
教
育
で
民
謡

の
継
承
と
馬
の
文
化
を

❸ 

復
興
へ
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
の
誘
致
推
進
を

学
力
向
上
に
市
独
自
の

　
　
　
　

職
員
配
置
を

問　

教
育
政
策
と
し
て
、

学
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、

通
年
に
よ
る
職
員
採
用
の

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

教
職
員
の
配
置
は
、

県
で
責
任
を
持
っ
て
配
置

す
る
が
、
市
独
自
の
施
策

と
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば

市
長
と
の
会
議
の
中
で
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質問を終えて
　まち・ひと・しごと創
生総合戦略は、大都市一
極集中からから地方創生
のチャンス！

力強く咲き誇るヒマワリ

わ
っ
て
い
て
は
、
復
興
は

進
ま
な
い
。
復
興
は
先
に

進
め
た
い
、
同
時
に
賠
償

は
し
っ
か
り
対
応
せ
よ
と

の
方
針
を
維
持
し
て
い

く
。

問　

20
㎞
圏
内
の
除
染
手

法
に
差
が
あ
る
。
進
捗
状

況
も
芳
し
く
な
い
よ
う
だ

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

線
量
の
高
い
西
部
地

域
と
低
い
所
で
は
、
除
染

手
法
が
異
な
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
約
３
千
名

の
作
業
員
を
増
員
し
、
加

速
化
を
図
っ
て
お
り
、
環

境
省
に
は
、
計
画
通
り
の

完
了
を
求
め
て
い
く
。

問　

震
災
記
念
館
や
慰
霊

碑
建
立
の
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
方
を
伺
う
。

答　

今
後
、
原
子
力
災
害

を
克
服
し
た
地
域
と
し
て
、

震
災
記
録
等
を
伝
承
す
る

施
設
整
備
の
導
入
と
、
慰
霊

碑
建
立
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

避
難
指
示
区
域
解
除

の
見
通
し
と
、
判
断
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

９
月
以
降
に
開
催
す

る
説
明
会
や
意
見
交
換
会

等
で
、
住
民
と
の
十
分
な

協
議
を
踏
ま
え
た
上
で
、

年
内
を
目
途
に
判
断
す
る
。

問　

改
築
の
遅
れ
に
伴

い
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ

な
い
世
帯
が
、
か
な
り
あ

る
。
仮
設
住
宅
や
借
り
上

げ
住
宅
の
延
長
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
が
、
対
処
策
を

伺
う
。

答　

県
で
は
今
現
在
、
平

成
29
年
３
月
ま
で
の
延
長

を
打
ち
出
し
た
。
今
後
、

業
者
の
不
足
に
よ
り
、
思

う
よ
う
に
改
築
が
進
ま

ず
、
更
な
る
延
長
策
を
講

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
避
難
者
が
困
惑
し
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

解
除
と
賠
償
を
切
り

離
す
こ
と
の
意
図
を
伺
う
。

答　

財
物
賠
償
に
こ
だ

そ
の
他
の
質
問

❶ 

避
難
指
示
解
除
後
の
移

住
・
定
住
促
進
策
は

❷ 

野
馬
懸
祭
の
課
題
と
対

応
策
は

❸ 

豊
か
な
心
を
育
む
教
育

の
推
進
は

一
般
質
問

人
づ
く
り
に
よ
る

人
づ
く
り
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
を

さ
ぁ
、
始
ま
る
ぞ
！

さ
ぁ
、
始
ま
る
ぞ
！

南
相
馬
の
再
生

南
相
馬
の
再
生

小川 尚一 議員

今村 　裕 議員

質問を終えて
　問題・課題は山積して
いますが、漸くここに来
て、光が差してきたよう
に感じます。
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イスラエルの支援による水耕栽培（鹿島区）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

高
平
・
塩
崎
の
塵
芥
処

理
施
設
は

❷ 

株
式
会
社
南
相
馬
に
つ

い
て

❸ 

市
長
の
政
治
姿
勢
は

作
業
を
お
願
い
し
て
、
作

業
料
金
を
支
払
い
た
い
。

問　

作
付
再
開
し
た
農
家

へ
の
支
援
策
は
？

答　
（
飼
料
作
物
な
ど
は
）

経
営
所
得
安
定
対
策
の
交

付
金
の
支
援
を
行
う
。

問　

市
の
除
染
が
遅
れ
た

た
め
取
組
め
な
か
っ
た
県

補
助
事
業
も
あ
る
。
作
業

量
増
や
収
量
不
安
も
あ
る

の
で
、
市
独
自
の
再
開
支

援
策
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

答　

検
討
す
る
余
地
は
あ

る
が
、
財
源
見
合
い
も
あ

り
、即
答
は
難
し
い
。（
部

長
）

問　

再
開
農
家
は
、
将
来

の
市
の
農
業
を
担
う
農
家

で
す
。
市
長
の
考
え
は
？

答　

25
年
度
は
反
当
た
り

２
万
円
を
独
自
で
出
し
た

が
、
今
年
は
単
費
で
は
難

し
い
。
賠
償
の
問
題
を
利

用
し
な
が
ら
東
電
へ
請
求

で
き
る
の
で
、
市
と
し
て

支
援
す
る
。（
市
長
）

質問を終えて
　除染が大幅に遅れている本市
の特殊事情下で、既存の国県制
度だけでは、農業再興は困難。

一
般
質
問

度
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

国
に
対
し
て
、
措
置
等
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
指
示
区
域
解
除
後

の
対
応
に
つ
い
て

問　

現
在
20
㎞
圏
内
で

は
、
日
中
と
夜
間
の
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

解
除
後
は
一
定
の
高
齢
者

の
帰
還
者
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が
、
帰
還
後
の
見
守

り
体
制
が
必
要
と
考
え

る
。
ど
う
取
り
組
む
の
か

伺
う
。

問　

汚
染
水
問
題
を
は
じ

め
、
農
畜
産
物
に
対
す
る

風
評
被
害
に
よ
り
、
購
買

力
が
低
下
し
、
価
格
へ
の

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

る
。
市
一
丸
と
な
り
、
今

後
の
農
林
水
産
業
全
般
の

賠
償
を
、
ど
う
求
め
て
行

く
の
か
伺
う
。

答　

被
害
は
甚
大
で
あ

り
、
安
易
に
賠
償
の
終
期

を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、
常
に
被

災
者
に
寄
り
添
っ
て
、
被

害
状
況
に
即
し
た
形
の
中

で
、
賠
償
が
続
く
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

風
評
被
害
の
払
拭
が

で
き
る
状
況
ま
で
、
価
格

差
補
填
制
度
等
の
構
築
を

国
・
県
・
東
電
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

答　

価
格
が
低
下
の
状
況

で
あ
り
、
農
業
者
の
意
欲

の
低
下
に
な
っ
て
お
り
、

離
農
者
が
増
え
る
状
況
で

も
あ
り
、
価
格
差
補
填
制

答　

帰
還
さ
れ
た
高
齢
者

の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
見
守
り
の
支

援
は
、
行
っ
て
い
く
こ
と

は
大
変
重
要
な
事
で
あ

り
、
今
後
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
行
政
区
ご
と

の
名
簿
等
を
整
備
し
て
、

定
期
的
に
見
守
り
訪
問
を

行
っ
て
い
く
計
画
。

質問を終えて
　住宅施策は、集団移転地完了と
なり、また災害公営住宅建設完成
を待つだけである。

なたね収穫作業（小高区岡田ほ場）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

国
直
轄
除
染
に
係
る
相

談
窓
口
設
置
は

❷ 

今
後
の
営
農
は

❸ 

若
者
の
移
住
定
住
促
進

策
は

農
業
の
復
興
に
つ
い
て

農
業
の
復
興
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
に
対
す
る

農
林
水
産
業
に
対
す
る

賠
償
の
今
後
は

賠
償
の
今
後
は

門馬 和夫 議員

竹野 光雄 議員

問　

26
年
度
に
農
地
除
染

を
完
了
す
る
約
束
だ
っ
た

が
、
実
績
は
16
％
の
み
。

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
予
定
は
？

答　

５
月
末
で
４
千
843　

中
、
44
％
を
完
了
。
天
候

条
件
も
あ
る
が
、
夏
・
八

月
ま
で
の
完
了
を
目
標
と

し
て
い
る
。

問　

国
の
所
得
補
償
が
な

く
な
り
、
農
家
所
得
減
の

影
響
を
受
け
た
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答　

天
候
や
仮
置
き
場
の

確
保
の
問
題
も
あ
り
、
農

家
に
迷
惑
を
か
け
た
部
分

は
申
し
訳
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
東

電
並
び
に
国
の
政
策
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

事
態
だ
。

問　

作
付
出
来
な
か
っ
た

農
地
は
、
営
農
再
開
支
援

事
業
で
支
援
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
所
得
補
償
で
は

な
い
と
の
認
識
で
良
い
か
。

答　
（
補
償
策
で
は
な
い
。） ha


